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概要
本研究は、感情語の獲得過程にある３歳児クラスの子どもを対象に色を用いた感情表現活動を実践すること
で、自己と他者の感情への気付きと理解および感情語の獲得を促す効果的な保育のあり方を検討することを
目的としていた。色を用いた感情表現活動として、保育活動を振り返り今日（今）の気持ちを色に当てはめ
る色選択活動と代表の子どもがその理由について話す振り返りを継続して行った。その結果、活動を通じて
「悔しい」といった新たな感情が追加され感情語の獲得を援助できると考えられた。また、教師の感情理解
評定から色選択が多様である子どもほど教師の感情理解評定が高かった。ここから、色選択が多様になるよ
う援助を行うことで、子どもの感情理解の発達を促すことができるのではないかと考えられた。
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Ⅰ 問題と目的
幼稚園教育要領(文部科学省,2018)、保育所保育
指針(厚生労働省,2018)、幼保認定こども園教育・
保育要領(内閣府・文部科学省・厚生労働省,2018)
には、就学前の子どもが自分の感情を表現すること
の重要性が示されている。これは、感情を表現する
ことの楽しさを味わうだけでなく、それを仲間や教
師に共有してもらうことで、さらに表現したいとい
う気持ちや相手の感情に目を向ける社会性を育て
ていくことが目指されている。これに加え、このよ
うな経験を通じ子どもは自分を表現し受け入れら
れることで自信をもち、小学校入学時に初めて出会
う友達や教師に自分の思いや考えを表すことがで
き、新たな関係を築いていく助けになる。したがっ
て、感情表現を育む保育の実践は幼小接続の観点か
らも重要なテーマとしてあげられている。
国際的に実績のある保育の質評価スケールSSTEW
（Starting Shared Thinking and Emotional Well-
being)は、子どもの学びと発達を支えることが保育
であり、その保育の質における最も重要な要素は
「ともに考え、深め続ける」(Starting Shared Thi
nking)ことと定義している。また、保育の質を担保
する「情緒的な安定・安心」（Well-being）が両輪
として機能しているとき、効果的な保育環境が提供
できるとしている。SSTEWは「ともに考え、深め続
ける」「社会的、情緒的な安定・安心」のいずれの
スケールも＜不適切＞(レベル1-2)、＜最低限＞(レ
ベル3-4)、＜よい＞(レベル5-6)、＜とてもよい＞
（レベル7)の７段階で評定するように構成されてい
る。このうち、「社会的、情緒的な安定・安心」に
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おける㡯目「社会情緒的な安定・安心」において、
࣏ࢪテ࢕ࣈ感情、ࢿ࢞テ࢕ࣈ感情のいずれもࣂラࣥ
スよく子どもが自分の感情を表現したり、ゝ ⴥにし
たりしやすいようにしている保育は＜最低限＞で
あり、教師が子どもの感情をྲྀりୖげ、共感や適切
なᛂ⟅ができるようになるために、他の子どもたち
とともに「話しྜい」を行う保育を＜とてもよい＞
に఩⨨付けている。本㒓ら(2017)のㄪᰝでも、感情
を日ᖖ的に表現する活動をྲྀり入れている保育所
の子どもは、感情が生じる⫼ᬒをゝ語によってㄝ᫂
する能ຊを獲得していることが示されており、子ど
もが感情を表現できるようになるためには、それを
促すព㆑的な幼児教育をᒎ㛤しなけれࡤならない。
しかしながら、どのような活動が子どもの感情表現
の発達を促すのかといった検討は༑分になされて
いない。
その理由のࡦとつとして、幼児ᮇは感情の分໬お
よびそれらを表象する感情語の獲得が発達過程に
あることが関係していると思われる。ㄌ生時の子ど
もの感情はᮍ分໬であり、それが発達にともなって
⫯定的感情とྰ定的感情がそれࡒれ分໬し、㸰歳ま
でに႐び、ᝒしࡳ、㦫き、ᛣりといったᇶ本感情が
ᩚう。そして、㸰歳を過ࡂると当ᝨ、㄂り、⨥ᝏ感、
᜝といったより高ḟの感情である自己ព㆑的感情
が出現しはじめる。子どもはこの」㞧な感情の㐪い
を▱ぬし、ࡩさわしいゝⴥをあてはめられるように
発達していく。ᴋぢ・⡿⏣（2007）は感情語の獲得
は感情経験から構成された▱㆑のᙳ㡪を受けると
し、感情経験からゝ語表現を生成する表象の階ᒙ
は、୺に㌟య的な感ぬ・㐠動入ຊのᙳ㡪を受ける
「感ぬ・㐠動レベル」、感情に関する▱㆑のᙳ㡪を
受ける「ᴫᛕレベル」、両者のᙳ㡪を受けその୰間
に఩⨨する「ス࢟ーマレベル」の３つからなるࣔࢹ
ルでㄝ᫂している。幼児ᮇの子どもは感情ሙ㠃で生
㉳する感ぬ・㐠動的な経験を過ཤの経験とྠ定ある
いはᘚูすることを⧞り返すことで、その情ሗを⵳
✚し感情ࡈとの࢖࣓ーࢪをまとめあげ、それを表現
する感情語を獲得する。幼児ᮇの子どもは࢖࣓ーࢪ
ᙧ成過程にあるため感情語を用いた表現活動は㞴
しく、㏫に表現できないྍ能性がある。しかし、「感
ぬ・㐠動レベル」の表象には他の感ぬと結びついて
▱ぬする共感ぬẚ႘やᨃែ語がྵまれている。これ
らを用いることで感情語獲得が不༑分な子どもで
あっても感情を表現する機会を୚えることができ
ると考える。たとえࡤ、㌟య的な（୺に心⮚）の動
きのᨃែ語によって「どきどき」（不安・ᜍれ）、「ど
きっ」（㦫き）、「うきうき」（႐び）といった表現や、
色（どぬ）に⨨き᥮えた表現を用いることで、ᖺ㱋
の低い子どもであっても感情についての活動がで
きると考えた。また、色で表現することはどぬ的な
感情共有をྍ能にすると思われる。
成ேを対象とした色と感情語の関㐃についての
研究では、ᛣりは㉥、႐びは㯤色、ᝒしࡳは㟷とい
ったように≉定の色と関㐃することがわかってい
る（高ᶫ・ᕝ➃,201a, 高ᶫ・ᕝ➃,201b）。この
ような感情と色との関㐃は子どもにも☜認されて
いる。たとえࡤ、ᓥ⏣(2002)は、３歳児クラス、㸲
歳児クラス、㸳歳児クラスの子どもを対象にゝⴥに
あう色を選択するㄢ㢟を行った。その結果、「かわ
いい」「ᙉい」「ᙅい」といったᙧᐜモでは色選択の
分ᩓが኱きいのに対し、「ᛧい」は色選択が㞟୰し
ていた。このことは、感情語と色との結びつきは子
どもに共通していることを示၀している。また、こ
の研究はࢳ࢙ࢥの子どもと国際ẚ㍑を行っている
が、ࢳ࢙ࢥの子どもでは「ᛧい」௨እに色選択の共
通性は認められなかったことから、文໬を㉸えた関
㐃性があることがわかる。
୍方、本㒓ら(2018)は㸳歳児を対象にᮅのあつま
り時にその日の気持ちにあう色を16色のクレࣃス
から選び⣬にሬる活動についてㄪᰝを行っている。
その結果、感情と᫂☜な色との対ᛂ関係はぢいだࡏ
ず、࣏ࢪテ࢕ࣈな感情は᫂るい色で、ࢿ࢞テ࢕ࣈな
感情はᬯい色で表現することがሗ࿌されている。ま
た、&rawIord,*ross,3atterson,	+ayne(2012)、୰
㐨・小㔝ᑎ（2017)のㄪᰝでは「ᖾࡏな⤮」と「ᝒ
しい⤮」をᥥくときに、子どもは༢にዲきな色を用
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いて⤮をᥥくഴ向がሗ࿌されている。これらのこと
から、感情と色とは関係があるものの子どもが自由
に感情にあう色を選択するሙྜ、ᚲずしも≉定の色
で表現されるとは限らない。しかし、色のᴫᛕの獲
得はẚ㍑的᪩く༊ูできるようになることから、教
師が感情ࡈとに色でᯟ⤌ࡳを示し、それにᛂじて子
どもが自己の感情をあてはめるタ定では、子どもは
タ定のពᅗを理解でき、色を感情語に代わって表象
する手段として活用することができるのではない
かと考えた。
そこで、本実践では自己ព㆑的感情が生㉳しはじ
めたࡤかりの３歳児クラスにおいて色を用いた感
情表現活動を実践し、その成果を検討することで感
情語の獲得過程にある子どもに対する効果的な感
情表現活動のあり方を考ᐹすることを目的として
いた。
なお、感情、気持ち、情動は⊃義には␗なるが、
本ㄽでは子どもの自発的なゝⴥ௨እは感情で表現
を⤫୍することとした。
ϩ ᪉ἲ
㸯 ᑐ㇟児
３歳児クラスの子ども30ྡ（⏨児15ྡ、ዪ児15
ྡ）。分ᯒにあたっては、㛗ᮇḞᖍをしていた⏨児
㸯ྡを㝖く2ྡを対象とした。
㸰 ㄪᰝᮇ㛫
色選択は20;;ᖺ11᭶㹼12᭶にẖ日の活動の振り
返りとして実᪋した。選択した色についての代表児
のㄝ᫂および඲యでの共有は㐌に㸰㹼３ᅇ行った。
また、子どもの感情理解の≧ែを☜認するために
行った「情動表現に関する࢔ࣥケーࢺ」の評定は20
;;ᖺ12᭶に実᪋した。
㸱 実践ෆᐜ࠾ࡼࡧᡭ⥆ࡁ㸸
㸦㸯㸧⤮ᮏ࡟ࡼるᑟධとどぬ໬
感情を色に当てはめることを子どもが理解でき
るように「࢝ラーࣔࣥスࢱー㹼きもちはなにいࢁ
㹼」をㄞࡳ⪺かࡏて⤮本によるᑟ入を行った。この
⤮本には、Ⓩሙする࢝ラーࣔࣥスࢱーの気持ちࡈと
に色が示され（うれしい㸭㯤色、ᝒしい㸭㯮、ᛣり
㸭㉥、㯮㸭不安、✜やか㸭⥳）、それをᩚ理してい
くというスࢺーࣜーがᥥかれていた。環境構成とし
て⤮本を子どもが手にྲྀれるሙ所に表⣬がぢえる
ようにタ⨨した。
また、࢝ラーࣔࣥスࢱーで示された感情の✀㢮が
限られていることから、「どࢇなきもち」のㄞࡳ⪺
かࡏを通してヲ⣽な分㢮を☜認した。「どࢇなきも
ち」には「わくわく」「もじもじ」「むしࡷくしࡷ」
「どきࢇ」などᨃ㡢語による感情表現と色が示され
ていた。新しい感情が子どもから出た際には⤮本の
ఱと㢮ఝしているか☜認した。
㸦㸰㸧色の㑅ᢥ
༗前୰の活動が⤊஢したとこࢁで、今日の㐟びを
通してどのような気持ちになったのか、今日（今）
の気持ちにあう色に自分のマークを㈞るよう子ど
もにồめた。活動㛤ጞ時は「࢝ラーࣔࣥスࢱー」に
ある㸳色を࣍࣡࢖ࢺ࣎ーࢻにᥖ示した。多くの子ど
もが活動内ᐜを理解したとこࢁで、感情の程ᗘを༊
ูするためにࣆࣥク（ᛣりのᙅい≧ែ）とỈ色（ᝒ
しいのᙅい≧ែ）を追加した。そのᚋ、「ここにな
い色」を子どもにၥいかけ、子どもが自発的に色を
ቑやすようにした。
また、色選択は自発的に行うことを重どし、自分
のマークを㈞らない子どもがいたሙྜには≉にኌ
᥃けはしないようにした。
㸦㸱㸧㑅ᢥ理⏤のゝㄒ活動
活動⤊஢ᚋの㞟まりሙ㠃で教師が㸰ྡ程ᗘの子
どもをさし、ఱ色を選ࢇだか、なࡐその色なのか理
由をㄝ᫂する活動を行った。教師は子どもが༑分に
ㄝ᫂できないときは、࢚ࣆࢯーࢻやሙ㠃についての
質ၥをすることで、ゝ 語的表現を促すよう援助を行
った。
また、対ே関係ሙ㠃と感情との⧅がりについて発
ゝがあったሙྜには、教師は他児にពぢをồめるな
ど、感情をクラス඲యで共有できるよう促した。
㸦㸲㸧感情理ゎホᐃ
本㒓ら（201）の「情動表現に関する࢔ࣥケーࢺ」
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を用いて子どもの感情表現の≧ែを☜認した。「情
動表現に関する࢔ࣥケーࢺ」は＜表情による表現＞
＜ゝⴥによる表現＞など７領ᇦ20㡯目（「႐ࢇでい
ることを表情で表現できる」「႐ࢇでいることをゝ
ⴥで表現できる」など）から構成されていた。子ど
もそれࡒれについて、クラス担௵教師がྛ㡯目を
「඲くない」(㸯)から「よくある」(㸳)の㸳段階で
評定した。
Ϫ ⤖ᯝ
今日（今）の気持ちにあう色に自分のマークを㈞
る活動は඲40ᅇ行われた。実践㛤ጞ時に提示した色
は⤮本をᇶ本色とし㸳色で㐍めていったが、教師と
のやりとりを通じて色がḟ➨にቑえていった。そこ
で、ᇶ本色の㸳色がᥖ示されている時ᮇをϨᮇ（ᇶ
本ᮇ㸹㸯ᅇから㸶ᅇ）、教師とのやりとりで色がቑ
えていく時ᮇをϩᮇ（ቑ加ᮇ㸹㸷ᅇから30ᅇ）、最
ᚋの色がᥞい」ᩘの色を選択する時ᮇをϪ（多色ᮇ
31ᅇから40ᅇ）とした。
㸯 色のⓎᒎ㐣⛬
表㸯にはϩᮇにおいて色がቑえていった過程を
まとめた。ᇶ本色から色をቑやすきっかけは教師に
よる「ここの色にない気持ちはあるかな㸽」のၥい
かけであったが、そのᚋの色のቑ加は「኱ኚだった
気持ちは㸽」「ኚだなあの気持ちは㸽」など子ども
の自発的な発ゝによっていた。ここから、活動を通
じて気持ちを色によって表現したいという子ども
のጼがㄞࡳྲྀれる。このとき「ኚだなあ」のように、
教師が適切なゝⴥ（「もやもや」）にラベࣜࣥࢢをヨ
ࡳても、子ども自㌟が感ぬ的にᤊえている感情と新
たに୚えられたゝⴥが୍⮴しないときは、子ども自
㌟のもつゝⴥで表現されることがわかる。とりわけ
「もやもや」は子どもが┤接య験することが㞴しい
ᨃែ語であることが関係していたと思われる。そし
て、「ኚだなあ」はそのᚋも継続してᥖ示され、他
児も౑用していることから子どもの表現は自㌟の
┤接య験を表すゝⴥが用いられていると考えられ
る。
これと関㐃して、色としてᥖ示することはなかっ
たが、「③い気持ち」、「ࡈめࢇࡡの気持ち」、「はっ
きりゝう気持ち」などが子どもから出た。とりわけ
「ࡈめࢇࡡ」や、「はっきりゝう」はϪᮇになって
から出てきたゝⴥであり、仲間関係が発達し仲間ྠ
ኈの㊥㞳が㏆くなることで、自分の感情だけではな
く、相手の感情や思いに気付きはじめព㆑するよう
になったのではないかと思われた。
このほか「悔しい」は、教師がἽいている子ども
に対し「悔しいࢇだࡡ」とラベࣜࣥࢢすると、㏆く
にいた子どもが「悔しいの色」をసࢁうと発᱌した
࢚ࣆࢯーࢻである。このように、活動を通して教師
の発する感情語への感性も育まれることが᥎ᐹさ
れた。
㸰 色㑅ᢥ
40ᅇの活動を通してそれࡒれの色がఱᅇ選択さ
れたのかを表㸰にまとめた。表㸰ୖ段はϨᮇのᇶ本
感情が、ୗ段にはϩᮇから追加された発ᒎ感情が示
されている。ϩᮇではḟ➨に色（感情）がቑえてい
くとそれらが選択されるようになり、Ϫᮇでは「楽
しい」が最も選択されているが、そのほかにもさま
ࡊまな色が選択されていた。ここから、３歳児クラ
スの子どもであったとしても多様な感情経験をし
ていることがうかがえる。
また、ϩᮇからはྠじ色が選択されても、それࡒ
れに␗なる理由を子どもが発ゝするようになった。
たとえࡤ、「኱ኚ」では、「⹸を᥈すのが኱ኚだった」
「ᰠ᥇りが኱ኚだった」「おᗑᒇさࢇでたくさࢇ㈙
い≀をして、㐠ࡪことが኱ኚだった」と␗なる࢚ࣆ
ࢯーࢻが子どもから語られ、それらをクラス඲యで
共有することができるようになった。
㸱 ᩍᖌ࡟ࡼる感情理ゎホᐃと色㑅ᢥ
保育活動を振り返り今日（今）の気持ちを色に当
てはめる活動（色選択活動）を理解できている子ど
もと理解が不༑分な子どもがいた。不༑分な子ども
の୰には自分のマークを㈞らないなど活動へのཧ
加にも㐪いがࡳられた。そこで、活動理解の程ᗘを
「඲く理解できていない」(㸯)から「とても理解で
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表㸯 色のฟ現と࢚ࣆࢯ࣮ࢻ
㦫き ᇶ本色の㸳色で活動を㐍めていたが、教師が、「ここの色にはない気持ちはなにかあるかな㸽」と子どもたちにၥい
（⣸） かけると、「びっくりの気持ち」というゝⴥが出た。これをきっかけに、㦫きの色を感情の୍つとして提示した。
኱ኚ ዲきな㐟びの時間、そのᚋの∦࡙けを⤊え、保育ᐊのᡠってきた子どもが、「ඛ生、኱ኚだった気持ちはどう㸽」と
（࣌ール࢜レࣥࢪ） ኌを᥃けてきた。「どうして኱ኚな気持ちだったの㸽」と⪺くと、「今日は、ᰠ᥇りが኱ኚだったࢇだ」と⟅えた。
⛅㡭は、᥈検ࡈっこをᒎ㛤しており、園ᗞにある኱きなᰠのᮌのᰠをどのように᥇るかを子どもたちが考え、ヨ行
㘒ㄗしながら㐟ࢇでいるとこࢁだった。そういったሙ㠃から、新たな感情が生まれたのではないかと考える。
ኚだなあ 㐟びの時間のᚋ、ある子どもが、「ኚだなあの気持ちは㸽」と新たな感情を提᱌した。理由を⪺くと、色Ỉ㐟びをし
（ベーࢪࣗ） ていた際に、ⰼᘚを౑って色Ỉをసったが、ⰼの色と、出᮶ୖがった色Ỉの色が、自分のண᝿と཯していたため、
ኚだなあと思ったことから、感情が生まれたようだった。教師は「不思㆟」や、⤮本「どࢇな気持ち㸽」のㄞࡳ⪺
かࡏをして、「もやもや」というラベࣜࣥࢢにも気付かࡏたいと考えたが、子どもは、「ኚだなあ」という自分のゝ
ⴥにこだわったため、そのゝⴥで新たな感情の色をసった。
ᅔᝨ 「ඛ生、ᅔったなあの色は㸽」と話す子どもがいたため、「どうしてᅔった気持ちになったの㸽」と⪺くと、「ࠐࠐ
（Ⲕ色） ちࡷࢇと୍緒に㐟ࢇでいたࢇだけど、他の㐟びに行きたくなったの。それで、ᅔったの」と話していた。ྠじ時ᮇ
に、ᝒ しい（㟷）の感情を選択していた子どもが、「ڹڹちࡷࢇが、୍ 緒に㐟ࢇでいたのに、いなくなっちࡷったの」
と話すことがたびたびあった。
悔しい（⤃） ୍ᩧ活動の時間に、᳔子ྲྀりࢤー࣒を行った。あるዪ児が、຾てなかった悔しさからᾦがṆまらなくなってしまっ
た。教師が、「悔しいࢇだࡡ」とゝⴥを᥃けると、ูの子どもが「ඛ生、悔しいの色はどう㸽」と提᱌した。そのゝ
ⴥをきっかけに、新たな感情が仲間入りした。
気持ちいい（㯤⥳） ⴠちⴥࣉールで思い切り㐟ࢇだᚋに、その気持ちよさから、ある子どもが提᱌した。
きている」(㸳)から㸳段階でクラス担௵の教師が評
定し、３௨ୗを理解低⩌、㸲௨ୖを理解高⩌の㸰つ
に分けた。低⩌18ྡ（⏨児10ྡ、ዪ児㸶ྡ）高⩌11
ྡ（⏨児4ྡ、ዪ児７ྡ）について、⩌と性ูによ
るȮ2検定を行ったとこࢁ有ពᕪはࡳとめられなか
った（Ȯ2(1) 0385,ns）。また、高⩌と低⩌の᭶
㱋をもちいた㹲検定を行ったが有ពᕪは認められ
なかった（t(27) 165,ns）。これらの結果から理
解のᕪは性ᕪや᭶㱋だけではㄝ᫂できないと考え
られた。
ḟに、色選択を「ᇶ本感情」」「発ᒎ感情」「選択
なし」の３つの✀ูに分けた選択ᅇᩘと教師による
感情理解評定の領ᇦ得点における高低⩌のᕪをࡳ
るために㹲検定を行った（表3）。その結果、色選択
✀ูでは「発ᒎ感情」にのࡳ、感情理解評定では「㄂
り・᜝」にのࡳ㸳㸣Ỉ‽の有ពᕪが認められた。「発
ᒎ感情」には「㦫き」などᇶ本的感情とされる感
表㸰 色ࡈとの㑅ᢥᅇᩘ
ᇶ 本 感 情 Ϩᮇ ϩᮇ Ϫᮇ
Ꮀしい 㯤 7  8 1 7
おだやか ⥳ 68 55 17
ᛣり ㉥ 14 20 3
ᝒしい 㟷 21 64 20
不 安 㯮 25 10 7
発ᒎ感情 Ϩᮇ ϩᮇ Ϫᮇ
楽しい ᶳ ̿ 18 60
㦫き ⣸ ̿ 60 22
኱ ኚ ࣌ール࢜レ ࣥࢪ ̿ 22 12
悔しい ⤃ ̿ 4 2
ᅔᝨ Ⲕ色 ̿ 4 
ኚだな クࣜー࣒ ̿  13
ᛧい ࢲークࢢレー ̿ 3 15
気持ちいい 㯤⥳ ̿ 0 14
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表㸱 色㑅ᢥ✀ูࡈとのᖹᆒ㑅ᢥᅇᩘ࠾ࡼࡧ感情理ゎホᐃのྛ㡿ᇦᖹᆒホᐃ
高⩌ 低⩌
ᖹᆒ S' ᖹᆒ S' t್
色選択✀ู ᇶ本感情 1518 572 18 778 -17 ns
発ᒎ感情 2645 620 150 846 236 
なし 455 288 667 55 -11 ns
感情理解評定 表情による表現 421 073 38 066 123 ns
ゝⴥによる表現 40 073 367 068 15 ns
ᢚ制 230 031 215 042 106 ns
㄂り・᜝ 373 052 331 046 22 
理解 376 060 33 056 167 ns
共感 315 040 28 067 076 ns
過ᩄさ 233 047 224 072 038 ns
情とされる感情のほか、「悔しい」といった価್ุ
᩿をྵむ高ḟの感情がྵめられていた。また、教師
による感情理解評定のうち「㄂り・᜝」は自己ព㆑
的感情という高ḟの感情であることから、色選択活
動をよく理解している子どもの方が高ḟの感情理
解が高いのではないかと考えられた。
㸲 感情表現活動を㏻ࡌた㞟ᅋ࡛の感情ඹ᭷と
ࠕとࡶ࡟⪃࠼ࠊ῝ࡵ⥆ࡅるࠖ保育
色を選択した理由を㏙࡭る子どもの発ゝから、ྠ
じ㐟びの୰であっても␗なる感情になることを☜
認できるようになった。たとえࡤ、⤮のලを౑った
色Ỉ㐟びのࢪࣗースᒇさࢇでは、「ࢪࣗースసりが
኱ኚだった（࣌ール࢜レࣥࢪ）」「ఱ色になるか分か
らないからびっくりした（⣸）」「いっࡥい㐟࡭てう
れしかった（㯤）」とྠじ㐟びの経験でも、ཧ加し
ている子どもࡈとにᢪいている感情が␗なってい
ることを共有するሙ㠃がࡳられるようになった。
また、入園して㸶ࣨ᭶௨ୖが経過し、子どもが友
達にぶしࡳを感じ、୍緒に㐟ࡪことがቑえた୍方
で、୍つの㐟びに㞟୰する子どもと、時間の୰で、
様ࠎな㐟びにᣮᡓしたい子どもとの間でうまくᢡ
りྜいがつけられないሙ㠃も生じるようになって
いた。ある日「ᅔった」の色選択をした子どもにそ
の理由を⪺いたことをきっかけに、教師がクラス඲
యにどうすれࡤよいかをᢞげかけた。そして、୍緒
に㐟ࢇでいて、他の㐟びに行きたくなったときは、
友達にゝⴥを᥃けてから行くことを促したとこࢁ、
表㸲のような「ともに考え、深め続ける」活動へと
発ᒎしていった。
表㸲 ࠕとࡶ࡟⪃࠼ࠊ῝ࡵ⥆ࡅるࠖヰࡋྜい
࢚ࣆࢯ࣮ࢻ㸦ᢤ⢋㸧
教 師㸸 「୍緒にままࡈとをしていたけど、ⴠちⴥࣉー
ルに行きたくなっちࡷった。そࢇなとき、どう
する㸽」
子ども1㸸 「行っちࡷだめ」
教 師㸸 「でも、行きたくなることもあるよࡡ」
子ども2㸸 「ࣂ࢖ࣂ࢖」
教 師㸸 「୍緒に㐟ࢇでいたのに、ᛴにࣂ࢖ࣂ࢖って行
っちࡷったらᝒしいࢇじࡷないかな㸽」
子ども3㸸 「୍緒にⴠちⴥࣉールに行けࡤいいよ」
子ども4㸸 「でも、ⴠちⴥࣉールは行きたくないかもしれ
ないよ㸽」
子ども5㸸 「ちࡻっと行ってくるから、ᡠってくるからᚅ
っててࡡってゝう」
子ども6㸸 「༙分ずつにすれࡤいいよ」
子ども7㸸 「㸲でᡠってくるのは㸽」
教 師㸸 「୍緒に㐟ࢇでいて、他の㐟びに行きたくなっ
たときは、㐟ࢇでいた友達に、ኌを᥃けていく
といいࡡ」
表㸱 色㑅ᢥ✀ูࡈとのᖹᆒ㑅ᢥᅇᩘ࠾ࡼࡧ感情理ゎホᐃのྛ㡿ᇦᖹᆒホᐃ
高⩌ 低⩌
ᖹᆒ S' ᖹᆒ S' t್
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 778 -17 ns
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50 846 236 
なし 455 288 667 55 -11 ns
感情理解評定 表情による表現 421 073 38 066 123 ns
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情とされる感情のほか、「悔しい」といった価್ุ
᩿をྵむ高ḟの感情がྵめられていた。また、教師
による感情理解評定のうち「㄂り・᜝」は自己ព㆑
的感情という高ḟの感情であることから、色選択活
動をよく理解している子どもの方が高ḟの感情理
解が高いのではないかと考えられた。
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色を選択した理由を㏙࡭る子どもの発ゝから、ྠ
じ㐟びの୰であっても␗なる感情になることを☜
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኱ኚだった（࣌ール࢜レࣥࢪ）」「ఱ色になるか分か
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ている子どもࡈとにᢪいている感情が␗なってい
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また、入園して㸶ࣨ᭶௨ୖが経過し、子どもが友
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教 師㸸 「୍緒にままࡈとをしていたけど、ⴠちⴥࣉー
ルに行きたくなっちࡷった。そࢇなとき、どう
する㸽」
子ども1㸸 「行っちࡷだめ」
教 師㸸 「でも、行きたくなることもあるよࡡ」
子ども2㸸 「ࣂ࢖ࣂ࢖」
教 師㸸 「୍緒に㐟ࢇでいたのに、ᛴにࣂ࢖ࣂ࢖って行
っちࡷったらᝒしいࢇじࡷないかな㸽」
子ども3㸸 「୍緒にⴠちⴥࣉールに行けࡤいいよ」
子ども4㸸 「でも、ⴠちⴥࣉールは行きたくないかもしれ
ないよ㸽」
子ども5㸸 「ちࡻっと行ってくるから、ᡠってくるからᚅ
っててࡡってゝう」
子ども6㸸 「༙分ずつにすれࡤいいよ」
子ども7㸸 「㸲でᡠってくるのは㸽」
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たときは、㐟ࢇでいた友達に、ኌを᥃けていく
といいࡡ」
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これは、それまでの他者のゝⴥを⪺き理解しあう
という経験の✚ࡳ重ࡡが子どもたちにあったこと
で、感情が生㉳する理由とそれをᅇ㑊する方ἲに関
する子どもの理解を促すことに⧅がったものと考
えられた。
ϫ ⪃ᐹ
本実践は、感情語の獲得過程にある３歳児クラス
の子どもを対象に色を用いた感情表現活動を実践
することで、自己と他者の感情への気付きと理解お
よび感情語の獲得を促す効果的な保育のᅾり方を
検討することを目的としていた。
色を用いた感情表現活動として、保育活動を振り
返り今日（今）の気持ちを色に当てはめ（色選択活
動）、代表の子どもがその理由について話す振り返
り活動を行った。自己の感情を色に当てはめること
がồめられていると子どもが理解できるように⤮
本を用いてᑟ入を行った。⤮本には႐び、ᛣりとい
ったᇶ本感情がᥥかれていることから、多くの子ど
もが活動のពᅗを理解することができた。とりわけ
ϩᮇに入ると子どもたちから提示されている感情
にྜわない色として、「悔しい」といった価್ุ᩿
をྵむ高ḟの感情が生じた。この感情語は教師が悔
しがっている子どものጼに対し「悔しい」とラベࣜ
ࣥࢢしたことで、子どもがその感情を色としてྲྀり
ୖげた。そして「悔しい」はそれ௨ᚋ、他の子ども
も自己の感情を表すゝⴥとして౑用していたこと
から色をቑやしていく過程が子どもの感情語獲得
を促す効果があると考えられた。また、「悔しい」
をྵむ発ᒎ的感情の色選択が多い子どもは教師に
よる感情理解評定のうち「㄂り・᜝」の自己ព㆑的
感情の得点が有ពに高かったことから、色選択にࣂ
࢚ࣜーࢩࣙࣥがある子どもほど自己の感情理解が
高いといえる。ここから、感情表現活動を通じて多
様な色選択ができるように援助していくことで、子
どもの自己の感情理解を促すことに⧅がると考え
られた。
新たな感情語のቑ加だけでなく感情の程ᗘをᤊ
えるୖでも色は効果的だった。たとえࡤᛣりやᝒし
さの程ᗘを表すために、ᛣりでは㉥とࣆࣥクに、ᝒ
しさでは㟷とỈ色に分けることができていた。この
ような感情の程ᗘの༊ูは色を౑用したことによ
るものと考えられる。
㏆ᖺ、学校ሙ㠃における子どもの感情ࢥࣥࢺࣟー
ルの㞴しさが学校不適ᛂのၥ㢟へと発ᒎすること
が指᦬されている。とりわけᛣりといったࢿ࢞テ࢕
ࣈかつᨷᧁ的な感情をࢥࣥࢺࣟールできることは
෇⁥な仲間関係の構築にとって重要である。そのた
め、ᛣりの感情ࢥࣥࢺࣟールにᅔ㞴さをもつ児❺・
生ᚐに対しては࢔ࣥ࢞ーマࢿーࢪ࣓ࣥࢺといった
ࢯーࢩࣕル・ス࢟ルࢺレーࢽࣥࢢのࣉࣟࢢラ࣒が行
われている（▼⏣,2018）。本実践の感情表現活動に
おいてࣆࣥク（ᛣりのᙅい≧ែ）を選択できる子ど
もは感情のᙉさに関する目┒をもっているといえ
る。この目┒は、あるሙ㠃で生㉳した感情をୗげる
際のᇶ‽となり、ᛣりをᢚえることに⧅がることか
ら、児❺ᮇでの学校不適ᛂのண㜵教育としても有用
であると考える。また、程ᗘを表すことができない
子どもがいたሙྜには、感情ࢥࣥࢺࣟールのㄪᩚに
㞴しさをもつࣜスクをᢕᥱする手段として活用で
きると思われた。
୍方で色選択ができている子どもに理由をたず
ࡡると「おẕさࢇがいないから」と教師のࡡらいと
は␗なるᛂ⟅もあった。ここから、色を選択できる
かどうかだけでなく、どの感情について選択してい
るのか子どもの≧ែを୎ᑀにᢕᥱするᚲ要がある
と思われた。なࡐなら、このような㐪いは自己には
さまࡊまな感情が生㉳するが、そのうちどこにὀព
を向けているのかといったὀព選択と関㐃するか
らである。すなわち、㐟びなど保育を通じて生じた
感情にὀពを向けられている子どもは、教師による
指示にしたがってὀពを制御できているが、ẕぶ不
ᅾの≧ែにὀពを向けている子どもは自㌟にとっ
て最もᙉい感情に向けられたὀពをᢚ制すること
ができずに཯ᛂ（ඃໃ཯ᛂ）していると考えられる。
このようなὀពを選択して切り᭰え、ඃໃ཯ᛂを制
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御するຊは実行機能の働きによることから、実行機
能の発達の㐪いが関係していると᥎ᐹされる。
「心の理ㄽㄢ㢟」は他者がぢてᢪいている信ᛕは
自分がぢて▱ったこととは␗なることの理解を 
定している。このㄢ㢟にṇ⟅するためには、子ども
は自己にとって目❧った情ሗや཯ᛂ（自分がぢて▱
ったこと）をᢚ制し、他者についての表象に╔目す
るという実行機能（ᢚ制制御機能）の働きがᚲ要と
なる。３歳から㸴歳の子どもを対象に「心の理ㄽㄢ
㢟」の成績とᢚ制制御機能との関㐃を検討した小ᕝ
・子安（2008）のㄪᰝでは両者の೫相関が有ពだっ
た。すなわち、自己ど点をᢚ制し他者ど点を活性໬
する実行機能のᢚ制制御機能が「心の理ㄽㄢ㢟」達
成にᚲ要であることが示၀されている。また、実行
機能の発達は３歳௨㝆にᛴ㏿に発達し他者の感情
理解とも関㐃していることから（ᓥら,2016)、実行
機能の発達にともなって自己の感情をሙ㠃ࡈとに
ᩚ理できるようになると考えられる。実際、ẕぶ不
ᅾの≧ែについて཯ᛂしていた子どもはϩᮇにな
ると保育活動୰の㐟びについて色選択ができるよ
うになっていた。
これを㋃まえると本実践における感情表現活動
はそれだけで子どもの感情への気付きや理解を促
すことができず、それと関㐃する実行機能のような
他の発達によって支えらえていることを考៖しな
けれࡤならない。実行機能の発達もまた自動的に高
まるものではなく、子どもが多様な経験を通じて発
達さࡏていく。したがって、色選択を通したὀពの
切り᭰えが実行機能の発達を促すことに関わって
いたྍ能性も考えられる。しかし本実践では実行機
能を 定していないため、その関㐃を᫂らかにする
ことができない。今ᚋは、感情表現活動の効果 定
に実行機能のㄢ㢟をྜわࡏて実᪋しその関㐃性を
検討するᚲ要があࢁう。また、感情表現活動を経験
していない子どもと経験した子どもとで感情語の
獲得や自己および他者の感情理解に㐪いがあるか
を検討することで、感情表現活動の有効性をよりヲ
⣽に検ドすることがㄢ㢟としてṧされる。
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